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The present paper dea1s wi白血einvestigation of也eperformanceαlculation of Torque 
Converter which is used in automatic transmission car， using boundary element 
me出od(BEM)， ass山ning伽 t白eflow is two -dimensiona1 in吋scid，potentia1. BEM has 
two main advantages. One is也at∞mputerm回norysize for the grid system needed is
釦 laler. τne 0白ぽ is白at∞mpu包.tiontime is shorter. A new ∞mputationa1 technique 




































h 10 S 損失ヘッドの総和
h f r i 摩擦損失ヘッド
h • h 0 衝突損失ヘッド
k = T 1/ (60ω1/2π)ぺ容量係数
Q T/C内部の循環流量
r山 : 回転軸に対する流路出口の半径
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(2 )三次元座標原点、を回転軸上の任意の位置にとり，断面形状を円筒座標系を用いて式(2.4)で表
わす.





と (z，r.， 8) -・ (2.5)











式(2.6)において境界Lを分割し{と 1Jとh ・1 どn-l，と n} とおき，積分経路を線分Lj=[と J J 
t j+1]で近似すると，式 (2.8)となる.
干(to)=し+2;:;:iLJ干(t)g(トto)dt -・ (2.8)




(n kは Lkに対する単位法線ベクトル， l~k~n- l) 
-・ (2.9)
(2) クッタの条件:翼後縁において
V((D) = 0 (ポンプ・タービン) -・・・・(2.10)
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v(O=v(LJ)十 V(trj)(tー しj) -・(2.12)
v(し令1)十vUJ
ただし， V(trj)= -'''" "2 であり，
ム v(tけl)-v(L)VUrj)=~ し である.
式(2.12)を式(2.8)に代入して式(2.13)を得る.
れい)=し十戸:;:{干(い )JL)d川区川+引い)fLj(t-Lj)~d川区 )dn ...... ....(2.13) 
(2)式(2.13)第一項の計算 積分経路が参照点を中心に対称であることと，コーシーの積分定理
により式(2.14)が成立する.
f L j ~d'-Lk)d' ニ g( ど j+ 1 -~ r k ) -g( と j-~rk) ...... ... .(2.14) 
(3)式(2.13)第二項の計算 被積分関数は積分経路内で連続であることから，シンプソン3/8公
式を用いて式(2.15)を得る.
JLj(t-L)g(tーい)dt = ( f(し)十3f(し1)+3f(し2)+fU川)}
ただし fは被積分関数でf(O=(トL)g(t寸Jであり，







よび α2を用いて α1-αlおよび α2==α2とおく.ステータ出口角度は入口角度の関数とみなし，
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Qおよび循環流速 C を用いて式(3.1)および式(3.2)で与えられる (1)
T..=ρQ( r out. "，W..-r out. ..-lW..-1) 
、 ? ， ， ，???， ，
?? 、• • • • • • • • • 
W..= r out. '"ω.-c 1" 
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』?
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h r r iすLm=rん IV…・ I2 、 ? ? ? ?????， ， ? ? ?
h S h 0 = 1-L m=rφ. I V di f ・I2 -・(3.6)
V…・=j(V。utJv.0・) 、 、? ?? ???， ， ?•. 、
Vdif fj(V。utfVaa・) -・・(3.8)
Vout..=c-ic χ. 
、 ? ， ， ，?
??
??， ，
?? 、• • • • • • • 
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V'D.m二 Vout...-1+i{r ;o.m(ω s¥-l一ω.)} -・(3.10)
ここで r;。は流入側の半径 r0 u tは流出側の半径である. V; 0 を相対流入速度， V oul.を相対流
出速度， V.eao を相対平均速度 ，V di f を相対差分速度と言う.
要素の回転角速度ωp，ωハ ω，が与えられた時，次節 3. 3で述べる循環流速 Cの決定により
トルクおよび性能評価項目(トルク比・効率・容量係数)が算出される.
3. 3 循環洗速
式(3.3)の右辺を Cの関数 g( c )と考え，次の手順で各要素の相対流入読速Vi n・h 相対読出流
速Vout. JQを決定し， g (c) を決定する.
(1)タービン : 相対流入速度Vi n. 2 をポンプ出口角度 αl および式(3.10)より決定し，相対流
出速度 Vout. 2を式(3.9)および出口角度 α2より決定する.
(2) ステータ : 相対流入速度 Vi n. J をタービン出口角度 α2および式(3.10)より決定し，得ら
れた V i n. Jより流入角度 θ を算出し， α2--α3 ( 0 )より出口角度 α3 を決定する. 相対流出
速度Vou t. 3を式(3.9)および α2より決定する.
(3)ポンプ: 相対涜入速度 V in. 1をステータ出口角度αsおよび式(3.10)より決定し，相対流出
速度 Vout. 1を式(3.9)および出口角度 α1 より決定する.
図5に g (c) の決定手順を示す.
O=g (c)の解は二次方程式の解の公式より算出できるが，本研究では，係数決定および重解
処理の煩雑さを回避するために次の手順(a)---(d)で Cを算出する.
(a) x = 0で g (x) > 0とし，ム x>Oを微小増分値とする.
(b) x = x +~x とする
(c) g (x) > 0なら (b)へ行く
g(x)~O なら (d) へ行く
( d)式(3.11)により C を決定する.
C 二 x-g(x) ムx
~ . --. g (x) -g (xー ムx) -・(3.11)












性能計算の手順を図 6に示す.本研究では，要素の回転角速度を無次元化しω1-1 ，ω2二 e，













ヨンを用いて平均 4秒であった(計算処理 l秒，グラフイツク処理 3秒) .角度補正係数は ψ1こ
ψ2 = 1. 0，ψ3二 0.9とし，損失係数は本方法および角運動量理論ともにゆ 1-φ2=O3= 1.0， 
λ1=λ2=λ3二 0.6とした.
5. 1 流速分布
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図 8(b) 計算値と実験値の比較(製品 B)
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5 口七 (experiment) 
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